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ここがポイント！【研究内容】

サポートベクトルマシンを用いた
大型インフラ構築の知能化
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システム・制御工学講座 センシングシステム領域 牛尾研究室

• 少子高齢化社会での人手不足解消のための AI の推進として、大型イン
フラ構築物の建築時に熟練者が目視で行う「建築区間ごとの補強度合
判定」を、機械学習により置換する研究を行っています。実データで
の入力間の単調性等の特性を考慮し、矛盾データを適切に解消する定
式化を行い、その問題に適用可能なサポートベクトルマシン、決定木、
リカレントニューラルネットワークの開発を行っています。

• 他にも、ウェアラブル生体情報センサのための A/D コンバータの誤差
補正をベイズ推定に基づき行う研究、カオス力学系・群知能を用いた
大域的最適問題の求解法などを行っています。

多クラス識別、機械学習、サポートベクトルマシン、
補強度合判定、ソフトコンピューティング

応用分野 土木分野、知能情報分野、数理最適化分野
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